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研究成果の概要（和文）：本研究においては、児童生徒の不適応行動や心身の症状の背景に存在しているとされ
る心理的ストレスを軽減し、ストレス体制を高めることを目指した「認知行動療法に基づくストレスマネジメン
ト教育」をクラス集団をベースとして実施する際に、認知行動的な個人差変数に応じた実践をするための方法論
を検討することを目的としていた。小学生から高校生までの児童青年期を対象として、個々の認知行動的特徴に
応じたストレスマネジメント教育を実施することによって、ストレスマネジメント教育の効果を全体的に促進で
きる可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study examined a method to offer an approach tailored to the individual
 characteristics of each child and adolescent in the classroom in a cognitive behavioral 
therapy-based stress management program. This program aimed to reduce psychological stress related 
to problem behaviors and mental or physical symptoms, and to enhance stress tolerance. The results 
suggest that this approach tailored to the individual characteristics of each child and adolescent 
enhanced the effects of the cognitive behavioral therapy-based stress management program.

研究分野： 臨床心理学

キーワード： ストレスマネジメント　認知行動療法　児童生徒　アセスメント
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
児童生徒の不登校やいじめ、攻撃行動など

といった不適応行動や心身の諸症状に関す
る社会的関心は非常に大きく、これまでにも
さまざまな提言が行われてきたが、問題は沈
静化することなく（文部科学省，2014 など）、
依然として教育の現場を混乱に陥れている。
この事実は、不適応行動などに対する従来の
理解の枠組みや取り組みだけでは、必ずしも
十分ではなかったことを示唆していると考
えられる。そこで、これまでに研究代表者ら
は、ストレス場面に対するコーピングスキル
を身につけることによって、児童生徒のスト
レス耐性を強化して不適応状態の改善する
ことを目的とした「認知行動療法に基づくス
トレスマネジメントプログラム教育」を開発
し、その実践を通じて、問題の改善に対して
一定の効果を有することを確認してきた。 
これまでに研究代表者らが開発した認知

行動療法に基づくストレスマネジメントプ
ログラムの特徴は、Lazarus & Folkman（1984）
に代表される心理的ストレス理論を前提と
して、認知行動療法の代表的な体系的技法に
分類される Meichenbaum（1977）によって提
唱された「ストレス免疫訓練法」の発想に基
づき、ストレス場面に対するコーピングスキ
ルを身につけることによって、直面している
問題解決のみならず、将来的問題に対しても
「心理的免疫」がついて、問題が予防できる
と考えるところにある。 
具体的には、自己理解のワーク（ストレス

が生じる仕組みの理解、自己のコーピングス
タイルの理解など）、認知のワーク（認知的
再体制化法など）、行動のワーク（社会的ス
キル訓練法など）、情動のワーク（リラクセ
ーション技法など）、総合のワーク（日常生
活への応用方法など）の５つに分類すること
が可能であり、効果測定と改良を繰り返して
開発されたものである。 
しかしながら、実践に伴ってクラス集団全

体としては概ね良好な効果が得られること
が示されている一方で、「報酬に対する感受
性が低い」などの認知行動的特徴を有する児
童生徒に対しては、標準的なプログラムコン
テンツを提供しても良好な介入効果が得ら
れにくい傾向にあることも示されてきた。す
なわち、ストレスマネジメントの一般的な考
え方や実践方法の知識やスキルを児童生徒
に獲得させたとしても、自分自身の場合には
具体的にどのようにすればよいのかといっ
た、個々の特徴に応じた「個別化」の手続き
が十分ではなかった可能性がある。したがっ
て、クラス集団をベースとしてストレスマネ
ジメント教育を実践するにあたり、クラス全
体が同一テーマのコンテンツを用いた場合
であっても、個々の認知行動的特徴に基づい
てクラス集団をいくつかの小集団に分ける
などの「個別化」を行うことができるように
介入内容や手続きを工夫することによって、
従来介入効果の得られにくかった児童生徒

に対しても、十分な介入効果が得られるよう
になるのではないかという発想が必要であ
ると考えた。 
 
２．研究の目的 
認知行動療法の観点から、児童生徒の「ス

トレス耐性」を育成するためには、さまざま
な困難な場面に対する適切な「コーピングス
キル」を獲得し、それらを柔軟に使い分ける
ことが必要であるとされている。しかしなが
ら、先に述べたとおり、クラス集団全体とし
ては概ね良好な効果が得られることが示さ
れている一方で、ストレスマネジメントの一
般的な考え方や実践方法の知識やスキルを
児童生徒に獲得させたとしても、自分自身の
場合には具体的にどのようにすればよいの
かといった、個々の特徴に応じた「個別化」
の手続きが十分ではなかった可能性がある。
そこで本研究においては、このような「認知
行動療法に基づくストレスマネジメントプ
ログラム」を学校のクラス集団をベースとし
て実践するにあたり、その効果に影響を及ぼ
すと考えられる認知行動的な個人差変数を
適切にアセスメントした上で、個に応じたス
トレスマネジメントの実践（プログラムコン
テンツの選択方法、介入手続きの工夫など）
を行うための具体的な方法論を検討するこ
とを目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1)児童生徒の認知行動的特徴のアセスメン
トに基づく個に応じたストレスマネジメン
ト教育の効果の検討 
 これまで行われてきたストレスマネジメ
ント教育の実践研究の大多数は、個々の児童
生徒の状態像のアセスメントに基づいた実
施がなされているとは言いがたく、授業の時
間枠や介入の補助者がつけられるかどうか
などの実践の際の制約によって介入内容が
決定されることが多いことが指摘されてい
る（嶋田，2008）。したがって、ストレスマ
ネジメント教育の効果をさらに高めるため
には、個々の児童生徒の状態像のアセスメン
トを丁寧に行い、それに基づいたプログラム
の取捨選択や強弱をつけるなどの「個別化」
の手続きが必要であることが指摘されてい
る（森田他，2015）。このようなストレスマ
ネジメント教育の効果に影響を及ぼす児童
生徒の認知行動的な個人差変数として、「コ
ーピングスキルの程度」、「コーピングスキル
の遂行を妨害するほどのエフィカシーの低
さ」、「行動の随伴性に対するモニタリング能
力」の３つの要因の重要性が理論的に指摘さ
れている（森田他，2016）。そこで本研究で
は、介入前に前述した個人差変数のアセスメ
ントを行い、そのアセスメントに応じて個人
差変数の変容を促す手続きをストレスマネ
ジメント教育に組み合わせる方法と、従来の
学級集団を対象としたストレスマネジメン
ト教育を比較し、「児童生徒の認知行動的な



個人差に応じたストレスマネジメント教育」
が、ストレス反応の低減に及ぼす影響につい
て検討した。 
関東圏の公立小中学校に在籍する小学生

473 名、中学生 426 名を対象として、個人差
変数の変容を促すストレスマネジメントプ
ログラムを実施する学級と、従来のストレス
マネジメントプログラムを実施する学級に
振り分けた。個別群に振り分けられた学級に
おいては、図１に示したフローに基づいて、
スキルが少ない「知識群」、エフィカシーが
低い「エフィカシー群」、随伴性に対するモ
ニタリング能力が低い「随伴性群」に児童生
徒を振り分け、小集団を形成して介入が実施
された。 
ストレスマネジメント教育の授業は、個別

群においては、ストレスの仕組みとコーピン
グの理解に関する心理教育、およびリラクセ
ーション訓練を実施した。さらに、各群の状
態像に合わせ、知識群に対してコーピングス
キルの獲得、エフィカシー群に対してエフィ
カシーの向上、随伴性群に対して自分の行動
に随伴する結果に対するモニタリング能力
の向上がそれぞれ促進するように意図した
映像刺激を各群ごとに視聴させ、再び全体で
振り返るという手続きを用いることによっ
て、不適応的な個人差変数の変容を試みた。
標準群においては、個別群と同様の心理教育
およびリラクセーション訓練に加えて、個別
群で使用する映像刺激をランダムに１つ選
択し、一斉に視聴させた。 

なお、効果測定は、授業の約１週間前（pre 
測定）、授業の約１週間後（post 測定）、授
業の約１ヶ月後（follow-up 測定）に行った。 

 
図１ 個別化のためのアセスメントフロー 
 
(2)児童生徒における情動調整方略を取り入
れた問題解決訓練の効果の検討 
青年期における攻撃行動に対しては、スト

レスマネジメント教育の代表的な技法の1つ
である、攻撃行動の機能的側面からの理解に
基づく「問題解決訓練」の有効性が示されて
いる（Nezu et al.，2004）。しかしながら、
攻撃行動を示す児童生徒の状態像によって
は、問題解決訓練単独では十分な介入効果が

得られないため、他の介入技法を組み合わせ
ることによって効果が高まることが指摘さ
れている（高橋他，2010）。 
攻撃行動を示す青年期の代表的な状態像

の１つとして、特定の刺激に対する情動喚起
によって、反応的に攻撃行動をしてしまう状
態像があり（濱口他，2016）、それらに対し
ては、問題解決訓練に「リラクセーション技
法」を加えることによって、情動喚起刺激提
示時においても情動のコントロールが可能
になり、その結果として、反応的な攻撃行動
の低減効果が高まることが明らかにされて
いる（高橋他，2010）。一方で、最近は怒り
などの情動のコントロールに対する介入技
法として、マインドフルネス方略の有効性が
示されている。マインドフルネス方略は、ネ
ガティブな思考を無理に抑えたりすること
なく思考と距離を置き、意図した行動に従事
できるようになることが示されており（平野
他，2013）、学校教育現場においても盛んに
行われるようになってきている（Kuyken et 
al.，2013）。これらは情動喚起が起こる刺激
とその反応的行動の結びつきをマインドフ
ルネス介入によって減弱できるという観点
から理解することが可能であり（野村他，
2016）、刺激に対する情動喚起によって、反
応的に攻撃行動をしてしまう状態像におい
て、マインドフルネス介入はリラクセーショ
ン技法以上に情動成分と行動とを効果的に
「切り離すこと」が可能となり、問題解決訓
練の介入効果をさらに高めることができる
と考えられる。そこで本研究においては、ス
トレスマネジメント教育の個別化の一環と
して、青年期の攻撃行動における問題解決訓
練にマインドフルネス方略の獲得手続きを
加えた効果検討を目的とした。 
関東圏の中学校、高等学校に在籍する中学

生 940 名、高校生 677 名の計 1,517 名を対象
とした。まず、全学級を対象として、問題解
決訓練にマインドフルネス方略の獲得手続
きを加えた心理教育授業を実施した。具体的
には、「ストレスの仕組み」および「コーピ
ングの案出評価」の心理教育に加えて、
Ciarrochi et al.（2012，大月他訳 2016）
にしたがって作成した青年期のマインドフ
ルネス呼吸法の体験的理解を高めるための
映像を使用した。その後、月に１度、20 分の
心理教育的トレーニングを計６回、問題解決
訓練にマインドフルネス方略の獲得手続き
を加えたプログラムを行う学級（以下、
PST+MT 群）、従来の問題解決訓練を実施する
学級（PST 群）、心理教育通信を配布およびセ
ルフトレーニングを促す（以下、TAU 群）学
級に振り分け、それぞれの介入を実施した。
具体的には、PST+MT 群に対しては、コーピン
グの案出評価のワークの実施に加えて、マイ
ンドフルネス呼吸法の実践を行った。また、
PST 群に対しては、コーピングの案出評価の
ワークのみを実施した。そして、TAU 群に対
しては、コーピングの案出評価の方法や実施



上のポイントをまとめた配付物を用いた。 
 
４．研究成果 
(1)児童生徒の認知行動的特徴のアセスメン
トに基づく個に応じたストレスマネジメン
ト教育の効果の検討 

データ分析の結果、その結果、小学生にお
いては、エフィカシー群にのみ、当該の得点
の有意な増加が示された。一方、中学生にお
いては、知識群において、社会的スキルの下
位項目である引っ込み思案行動得点の有意
な低減、エフィカシー群において、エフィカ
シー得点の有意な増加のみが示された（図
２）。以上のことから、小中学生ともに、エ
フィカシー群のみ、本研究にて実施した個人
差変数の変容の手続きで、想定通りにターゲ
ット変数の変容を行うことができたと考え
られる。 

図２ 中学生におけるエフィカシー得点の
変化 
 

そして、個別群は、標準群と比較して、中
学生のストレス反応の低減に有効であるこ
とが示された一方で、小学生においては、両
群のストレス反応の低減が示されたものの、
低減の程度には群間差は認められなかった
（図３）。以上の結果から、「認知行動的な個
人差に応じたストレスマネジメント教育」は、
標準的なストレスマネジメント教育と比較
して、中学生のストレス反応の低減に有効で
あることが示された一方で、小学生において
は、両群においてストレス反応の低減が示さ
れたものの、低減傾向の差異は示されなかっ
た。このことから、中学生と比較して小学生
は、個人差というよりは共通する要素の方が
大きいため、個別化の手続きによる効果より
も、心理教育などすべての児童に共通した手
続きによる効果が結果的に大きく、標準群に
おいても個別群と同程度の効果が出た可能
性が考えられる。その一方で、中学生におい
ては、生徒それぞれが有する認知行動的特徴
の分散が大きいことが想定されることから、
個々の生徒のアセスメントに応じた手続き
を行うことによって、より効果が高まった可
能性が示唆された。 
 なお、本研究においては、操作チェックの
結果から、知識群と随伴性群において、意図
していた個人差変数の変容が十分になされ

ていなかった点があったため、スキルの増加
と自分の行動に随伴する結果に対するモニ
タリング能力の向上に対する個別化の手続
きに関しては、さらなる改善が必要であると
考えられる。 

図３ 中学生におけるストレス反応の変化 
 
(2)児童生徒における情動調整方略を取り入
れた問題解決訓練の効果の検討 
データ分析の結果、問題解決訓練にマイン

ドフルネス方略の獲得手続きを加えた介入
を行った心理教育授業によって、学年にかか
わらず、有意な攻撃行動の低減が示された。
また、問題解決訓練にマインドフルネス方略
の獲得手続きを加えた介入を行った心理教
育授業によって、学年にかかわらず、有意な
マインドフルネススキルの増加が認められ
た。そして、その後の心理教育トレーニング
の効果に関しては、PST+MT 群、PST 群、TAU
群を比較して、プログラムによる有意な差は
見られなかったものの、いずれの群において
も攻撃行動の低減が維持されていることが
示された（図４）。 

図４ 中学生における介入前後の攻撃行動
得点の変化 
 
 このことから、心理教育授業による心理教
育の効果に関しては、そのコンテンツという
よりは、むしろ半年間の心理教育トレーニン
グによる振り返りセッションの手続きが効
果の維持に寄与する可能性が示されたこと
になると考えられる。一方で、高校生と比較
して、中学生においては、生徒それぞれの認
知的行動的特徴の分散が大きいため、個別の
セルフトレーニングを促すだけでなく、実践
的に振り返りセッションを行うことによっ



て、攻撃行動の低減効果が維持される可能性
があることが示唆された。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
〔雑誌論文〕（計 ７ 件） 
① 尾棹万純、野中俊介、森田典子、嶋田洋

徳、中学生における共感性および同調性
が攻撃行動に及ぼす影響、ストレスマネ
ジメント研究、査読有、13、2017、58-66、 

② 中川智晴、野中俊介、嶋田洋徳、わが国
の通常学級における行動コンサルテーシ
ョンに関する研究動向、早稲田大学臨床
心理学研究、査読有、17、2017、115-125 

③ 森田典子、野中俊介、尾棹万純、嶋田洋
徳、ストレスマネジメント教育における
児童生徒の認知行動的特徴に応じたアセ
スメント方法と介入方法の検討、早稲田
大学臨床心理学研究、査読有、16、2016、
175-189 

④ 石垣久美子、嶋田洋徳、行動論的コンサß
ルテーションが健康相談における養護教
諭の自己効力感に及ぼす影響、学校保健
研究、査読有、58、2016、295-106 

⑤ Tsumura, H., Shimada, H., Oshikawa,Y., 
& Kawata, M.、Relationship among auto- 
matic thoughts, activities and events, 
and affect in children. International 
Journal of Cognitive Therapy、査読有、
9、2016、203-216 

⑥ 森田典子・野中俊介・尾棹万純・嶋田洋
徳、児童生徒を対象とした認知行動療法
型ストレスマネジメント教育に関する研
究動向および今後の展望、早稲田大学臨
床心理学研究、査読有、15、2015、143-153 

⑦ 嶋田洋徳、野中俊介、不適応につながる
学校ストレスとは、児童心理、査読無、
70、2016、58-62 

 
〔学会発表〕（計 ９ 件） 
① 齋藤彩乃、野中俊介、嶋田洋徳、児童生

徒のマインドフルネス方略を加えた問題
解決訓練の検討、日本学校保健学会第 64
回学術大会、2017 

② 齋藤彩乃、嶋田洋徳、青年期の攻撃行動
における心理教育の刺激呈示の工夫の試
み―マインドフルネス呼吸法を習得する
ために―、日本教育心理学会第59回総会、
2017 

③ 齋藤彩乃、野中俊介、嶋田洋徳、中学生
の攻撃行動に対する問題解決訓練および
情動調整方略の効果：マインドフルネス
に焦点を当てて、日本ストレスマネジメ
ント学会第 16 回学術大会、2017 

④ 森田典子、野中俊介、尾棹万純、嶋田洋
徳、ストレスマネジメント教育における
児童生徒の認知行動的特徴に応じた刺激
提示の工夫の試み、日本ストレスマネジ
メント学会第 15 回学術大会・研修会プロ

グラム・発表論文集、2016 
⑤ Morita, N., Udagawa, S., Minosaki, K., 

& Shimada, H.、Effects of the actual 
rearing behavior of the parents and 
children's cognition for the rearing 
behavior of the parents on social 
skills、8th World Congress of Behav- 
ioural and Cognitive Therapies Con- 
gress、2016 

⑥ Morita, N., Nonaka, S., Osao, M., & 
Shimada, H.、An examination of assess- 
ment and intervention methods for 
stress management education based on 
the individual cognitive behavior dif- 
ferences of children and adolescents、
6th Asian Congress of Health Psychology、
2016 

⑦ Morita, N., Udagawa, S., Minosaki, K., 
Shimada, H.、Effects of actual behavior 
and children's perceptions of parents' 
rearing behavior on social skills、31st 
International Congress of Psychology、
2016 

⑧ 小関俊祐、嶋田洋徳、学校におけるスト
レスマネジメント教育の実践、日本健康
心理学会第 28 回大会、2015 

⑨ 尾棹万純、森田典子、野中俊介、嶋田洋
徳、児童生徒の集団を対象としたストレ
スマネジメント教育に関する研究動向と
課題、日本ストレスマネジメント学会第
14 回学術大会、2015 

 
〔図書〕（計 ２ 件） 
① 嶋田洋徳、根本豊、石垣久美子、東京都

教育委員会、マイ・ライフ・デザイン：
自立へのナビゲーション（学校設定科目
用ストレスマネジメント教科書）、2017 

② 嶋田洋徳、石垣久美子、高橋知音、上田
祥行、野村理朗、森口佑介、岡本昌彦、
長谷川真里、高辻千恵、坂上裕子、池上
知子、中井昭夫、望月葉子、高木智世、
守田知代、内藤栄一、遠藤利彦、山極寿
一、平石界、小嶋秀夫他、金子書房、児
童心理学の進歩[2016 年版]、2016 

 
〔産業財産権〕 
該当なし 
 
○出願状況（計 ０ 件） 
該当なし 
 
○取得状況（計 ０ 件） 
該当なし 
 
〔その他〕 
ホームページ等 
http://www.f.waseda.jp/simac/ 
 
６．研究組織 
(1)研究代表者 



 嶋田 洋徳（SHIMADA Hironori） 
早稲田大学・人間科学学術院・教授 

 研究者番号：７０２８４１３０ 
 
(2)研究分担者 
 なし 
 
(3)連携研究者 
 なし 
 
(4)研究協力者 
 森田 典子（MORITA，Noriko） 
 齋藤 彩乃（SAITO，Ayano） 
 田中 佑樹（TANAKA, Yuki） 
 


